
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『屋台村』とは、福岡・博多の人が集中しやすい都心部のオープンスペースを利用し屋台が
集結するイベントを設け、地元住民・観光客・出張帰りのサラリーマンが集えるひとつの“村”の
ような空間を創ります。また“屋台村”に様々なアイデアや夢を盛り込んでいきます。 

【“屋台村”提案】 
【① ワークショップ】 
どのようなイベント・“村”・にしたいのか、これから屋台を福・博のまちでどのようにしていきたいの
かを、屋台を運営している店主や組合員の方々や行政方々やコンサルタントや大学など
様々な視点を交えて、ワークショップをおこないます。各々の視点からのアイデアを参考に準備
を進めていきます。 
【① 屋台マップの作成】 
おそらく屋台を紹介している本は市場にあると思われますが、“屋台村”オリジナルのオフィシャ
ルなマップを制作し、屋台が普段はどの位置にあるのか？お値段はいくらぐらいなのか？店主
のプロフィールや目玉商品を紹介して、初めての人にも「安全・安心」であることを認識してもら
えるようＰＲしていきます。 
【② “屋台村”＋αの企画】 
“屋台村”では人とのつながりはもちろんですが、ソフトバンクホークスを応援するような企画
をつくることで、“村”に一体感が生まれより楽しめると思います。 
また、ミクシィやツイッターなどのソーシャルネットワークを利用し情報共有を図るコミュニティー
を立ち上げ、美味しいお店・メニューの紹介などができるように促していきます。ソーシャルネット
ワークのユーザーでない方にも“屋台村”の中に掲示板を設置し情報発信できるよう準備をし
ます。 
【③ 出張する“屋台村”】 
私の小さいころ想像していた“屋台”の絵は右図のように、 
金を鳴らしながら、出張できるものを想像していました。 
“屋台村”も需要があれば“村”単位で移動し福岡だけでなく 
全国に出張できるくらいの、福岡の観光資源になることを願い 
この“屋台村”を提案します。 

 
福岡市は九州の経済・行政・交通の中心であり商業都市として栄えてきたまちです。 
観光資源は、国の重要文化財に指定されている建造物や寺や神社等の歴史的建造物
も数多く残っています。グルメでは「ラーメン」「水炊き」「明太子」、博多を代表する祭りでは
「博多祇園山笠」「博多どんたく」などの観光資源があり毎年数多くの観光客が訪れていま
す。 
その中でも今回私が注目した観光資源が“屋台”です！地元市民だけではなく、観光
客や出張で訪れるサラリーマンの方々もふらりと立ち寄れる雰囲気と、屋台店主とお客同
士人情溢れるコミュニケーション、人と人との繋り、そして一つ一つのドラマがあります。今も
存在している観光資源“屋台”を活かしたまちづくりを推進し、「観光都市としての魅力を
引き立たせよう！」というのがこの～福岡市博多区『屋台村』～のコンセプトです。 
 

～福岡市博多区『屋台村』～ 

 
天神や中洲・那珂川沿いなど夕暮れ時になると出現する屋台は、福岡・博多の夜の
名物です。現在も 161 軒（平成 21 年）が営業しており、これだけの数の屋台が残って
いるのは全国でも福岡だけです。おなじみの「とんこつラーメン」の屋台もあれば、焼き鳥・天ぷ
ら・おでんは当たり前で、鉄板焼き・中華フレンチ・イタリアンに、ちゃんこ料理・カクテルバーの専
門店まであります。特に屋台が集中しているゾーンは、全国でも有名な夜の歓楽街の中洲・川
端地区大手企業のオフィスと百貨店が集中する天神地区長浜ラーメンのネーミングの元にもな
った長浜地区以上の３ヶ所です。 
 これまで観光資源の少ない福岡市にとって、屋台の存在をある意味高く評価し、屋台に対す
る道路占有許可を黙認してきました。しかしたびかさなる厚生省や県・県警といった所から、衛
生面や道路使用許可といった規制がかかり１９９４年に「屋台の営業権は一代限り」で名
義変更は認めないという方針を福岡県警が打ち出しました。そのため今後福岡のまちに屋台が
消えていく可能性もあります。 
屋台は福・博の街の文化であり、大切な福岡市の観光資源です。行政では屋台を厳しく規
制し、屋台を軸にしたイベントや政策などがあまり無かったのが現状です。 
 

1:コンセプト 

２:福岡・博多の“屋台”について 

３:『屋台村』とは? 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
【イベント場所】 
イメージとしては、福岡で毎年開催されている「MUSIC CITY 天神」。都心部の公園
や広場を利用し、先人たちが「福岡」の地で培ってきた「音楽」という財産を活かし民間と
行政と市民が主体となって、音楽産業都市を目指すイベントが開催され毎年 13 万人の
音楽ファンがミュージックシティに集結します。 
“屋台村”でも同じように警固公園・中央公園や市役所前広場を利用させてもらうのはど
うでしょうか？ 
もしくは、渡辺通りを歩行者天国・“屋台天国”にして大画面で、ソフトバンクの試合を観
戦し、日本シリーズに出場できるよう“村”で応援しましょう！ 

【MUSIC CITY 天神の様子】   
 
 
 
 
 
 
 
 ■警固公園ステージ           ■市役所前広場(メインステージ) 
 
 
 
 
 
 
 
                    ■渡辺通り 
 

“屋台村”イメージ図  
今年６月に福岡市の高島市長が屋台の営業権「原則一代限り」の規制を見直す
考えを表明しました。これにより、“屋台”に対する規制や取り組みが見直され、何かしら
に動きがあると思いこのアイデアを提案しました。 
 建設コンサルタンツ協会九州支部・屋台店、組合員・福岡市・地域住民・・・皆で福
岡のまちを盛り上げていきましょう！ 

最後に… 


